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○ 防災と国際協⼒Ⅰ 
（１単位） 
Disaster Management 
and International 
Cooperation I 

防災は災害が多発する⽇本だけでなく世界的に⼤きな課題で
す。本講義では防災と国際協⼒をめぐる論点や現状、及び課題を
解説し、国内外の事例を⽤いて議論をすすめます。具体的には、災
害発⽣前の備え、災害発⽣時後の緊急、復旧、復興期の取り組みや
対策を含む「防災サイクル」の考え⽅を視点に、近年国内外で発⽣
した⼤災害の事例を検証します。特にこれまでの開発途上国で防
災国際協⼒事業に携わった経験を⽣かして、海外の被災地の現状
や特性について解説し、国内外で実際に⾏った事例を⽤いて議論
します。 

○ 環境問題とガバナン
スⅠ（１単位） 
Environmental 
Governance I 

グローバリゼーションが進⾏する今⽇、国家は地球規模の環境
問題と局地的な環境問題に同時に対応することを求められてい
る。問題は深刻化する⼀⽅、持続可能な発展に向けての様々な画
期的取組みも、先進国・途上国双⽅において進⾏中である。授業で
は、経済活動に伴う環境問題の受苦・受益の関係性を構造的に捉
え、社会的ジレンマを解消していくために、国際・国内社会がどの
ように向ってきたかを学び、持続可能な発展にむけたガバナンス
の在り⽅について考察する。 

 情報ネットワークと
技術Ⅰ（１単位） 
Information and 
Network Technology 
Ⅰ 

今⽇の情報化社会において，情報ネットワークシステムはコミ
ュニケーションの基礎となりつつあり，インターネットとして広
く利⽤されている。本授業では，グローバル社会の変容を理解す
る新しい⼿段の⼀つとして情報ネットワークシステムを捉え，ひ
とびとが情報ネットワークを利活⽤する現状と問題点及び将来に
おける可能性についてさまざまな⾓度から考察する。 

○ ⼈間の安全保障と国
連Ⅰ（１単位） 
Human Security and 
the United Nations Ⅰ 

本講義では、⼈間の安全保障（human security）概念の歴史的展
開について検討しつつ、同概念が主に国連の安全保障分野の意思
決定や活動に与えている影響について、国際関係論、国際機構論
の⼿法を⽤いながら検討する。具体的には、関連する先⾏研究に
加えて、国連機関の報告書等を資料として⽤いつつ、国連安全保
障体制における⽂⺠の保護の位置づけとその実⾏について、国連
平和維持活動(PKO)や「保護する責任（responsibiity to protect）」
との関係性に注⽬しつつ研究する。 
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○ 国際⼈権保障と平和
構築Ⅰ（１単位） 
International 
Protection of Human 
Rights and 
Peacebuilding Ⅰ 

本科⽬では、国際⼈権法、国際⼈道法および国際刑事法が形成
され発展してきた経緯を概観し、国連、各地域機構および⽇本で、
⼈の権利保障についての問題がどのように取り組まれてきたのか
普遍的な視座から理解する。さらに、紛争下における⼤規模な⼈
権侵害の具体的な事例を取り上げることで、理論上および実務上
の様々な課題に対し、社会と私達がどう向き合うべきか分析、検
討および発信する能⼒の⼀端を⾝につけることを⽬的とする。 

 
本科⽬は、紛争後の平和構築において国際的な⼈権保障システ

ムが如何に機能しているのか、また如何なる課題に直⾯している
のかを専⾨的に考察し、分析するためのスキルを習得するための
基本的な枠組みを理解することが⽬的である。特に、国際⼈権法、
国際⼈道法および国際刑事法の形成過程とこれらの法律に関わる
国際的な裁判所、国際機関および市⺠社会などの多様なアクター
達とのつながりに焦点を当てる。 

グローバル・エリアスタディーズ・プログラムを選択する院⽣
には、本科⽬とともに「国際⼈権保障と平和構築Ⅱ」を履修し、よ
り専⾨的な知識を修得することが求められる。 

 
＊⽇英の両⾔語に対応しているので、希望がある場合は事前に

相談してください。 
○ 東アジアの国際政治

と歴史Ⅰ（１単位） 
History of 
International 
Relations in East Asia I 

東アジア国際政治の歴史を専⾨的に理解・分析するための導⼊
科⽬であり、当該地域の国際秩序が歴史的にどのように形成され
てきたのかを専⾨的に理解・分析するための基本的知識を修得す
ることが⽬的である。 

（１）世界戦争と戦後平和秩序という近現代国際政治史全体の
ダイナミズム、（２）第⼆次世界⼤戦後の地域秩序の特徴、（３）冷
戦後の地域秩序の特徴について理解を深める。 

いずれのトピックもグローバル化を理解する上で重要であり、
これらの学習をつうじて、グローバルな観点から社会をデザイン
する能⼒を涵養する。 
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 東アジアの歴史と⽂
化Ⅰ（１単位） 
History of Cultural 
Exchange in East 
AsiaⅠ 

今⽇のグローバル化が進む多様な世界を構成する⼀地域として
東アジア地域を取り上げ，主に歴史と⽂化の側⾯から，この地域
が有する特徴を理解する。その上で，特に東アジアの中でも中国
に着⽬し，中華世界を周辺地域から⾒た場合の⽂化論をいかなる
フレームワークで構築するべきかについて，講義と討論、資料と
論⽂の精読，そして受講者からの報告などを交えながら検討を加
える。具体的には，（１）東アジアに広く普及した宗教である仏教
の東アジア地域における相互接触，交渉，衝突，変容，受容過程，
（２）近代東アジアの歴史的展開，（３）⽇本による植⺠地統治（台
湾）と宗教との関連性，について理解を深める。いずれの内容もグ
ローバル化を理解する上で重要な事象であり，これらの学習をつ
うじて，グローバルな観点から社会をデザインする能⼒を涵養す
る。 

 ⽇本の⾃然と地域⽣
活Ⅰ（１単位） 
Nature and Local Life 
in Japan I 

「僻地」や「⽥舎」と呼ばれる⽇本の村落社会においても、グロ
ーバリゼーションの影響は⼤きい。モノ・ヒト・カネの流れはもち
ろん、そこに住む⼈々の考え⽅や⾏動にも⼤きな影響を与えてい
る。そのため、現在の村落社会は、外部からイメージされるような
固定した⼀枚岩の存在ではなく、多様かつ複雑な社会となってい
るのである。 

村落社会学や⼈類学、⺠俗学などの学問分野において、村落社
会を研究するためには、この多様かつ複雑な社会を理解しなけれ
ばならない。そのためには、現地を深く知るためのフィールド・ワ
ークは不可⽋であるが、同時に過去の学問成果に対する知識も不
可⽋である。そこで、本講義では、当該学問の研究史を確認し、そ
の流れを理解することを⽬的としている。このことは、グローバ
リゼーションの中における⽇本の学問を理解することであり、グ
ローバルな観点から社会をデザインする能⼒の養成へとつながる
ものである。 

なお、グローバル・エリアスタディーズ・プログラムを選択する
院⽣には、本科⽬とともに「⽇本の⾃然と地域⽣活 II」を履修し、
より専⾨的な知識を修得することが求められる。 
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 アメリカの経済と⾦
融Ⅰ（１単位） 
American Economy 
and Finance Ⅰ 

グローバルな諸問題を理解する上で、経済問題は重要な分野で
ある。本講義は地域的にはアメリカを、領域的には⾦融問題に焦
点をあてて⾏う。具体的には 1980 年代以降のアメリカ経済を対象
として、（1）経済発展の概要（2）⾦融と経済発展の関係、といっ
た側⾯に関し、アメリカ⾦融・資本市場の概要と特徴、資⾦循環か
らみるアメリカ経済の特徴、企業の多国籍展開とその影響、経済
発展と⾦融との関係（特に新興企業・産業⽀援という点で⾦融・資
本市場が果たした役割）、資⾦供給源としての年⾦基⾦、等につい
て講義する。いずれのトピックもグローバル化を理解する上で重
要であり、これらの学習をつうじて、グローバルな観点から社会
をデザインする能⼒を涵養する。 

○ ラテンアメリカの経
済と社会Ⅰ（１単位） 
Economy and Society 
in Latin America Ⅰ 

本地域における⾃由主義政策の世紀の後，2000 年代には，複数
の政府が，左派ポピュリズム政策がみられた。純粋な⾃由主義政
策から，政府の規制・介⼊政策への振り⼦のような動きは，この地
域の四半世紀の顕著な特徴として挙げられる。また国内・海外ア
クターの複数の対応や影響を研究する枠組みにも寄与している。
本授業は，ラテン・アメリカ，特にラテン・アメリカの政治・経済・
社会に関⼼のある⼤学院⽣を対象とする。 

○ 中東地域の政治と社
会Ⅱ（１単位） 
Politics and Society in 
the Middle East II 

今⽇の多様な世界を構成する⼀地域として中東地域を取り上
げ、グローバルな観点から社会をデザインする能⼒を養成するこ
とを念頭に、主に政治と経済の側⾯から、この地域が有する特徴
を理解する。 

本科⽬は中東地域の政治・経済現象を専⾨的に理解・分析する
ための導⼊科⽬であり、この地域の政治システム、経済・産業構造
の基本を理解し、これを専⾨的に理解・分析するための基本的な
枠組みを修得することが⽬的である。 

グローバル・エリアスタディーズ・プログラムを選択する院⽣
には、本科⽬とともに「中東地域の政治と社会Ⅱ」を履修し、より
専⾨的な知識を修得することが求められる。 
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○ 東アフリカの社会開
発と⽂化Ⅰ（１単位） 
Social Development 
and Culture in East 
Africa I 

授業においては，以下の 4 点について学ぶ。The following 4 
points will be studied in this class: 

（１）「社会開発」に関する先⾏研究に基づき，複数の視点を
学ぶ。Various perspectives of "social development" from previous 
research 

（２）東アフリカの地理・⾔語・⺠族・歴史・⽂化について学
ぶ。Geography, language, ethnic groups, history, and culture of 
East Africa 

（３）東アフリカの事例としてタンザニアを取り上げ，社会開
発の状況について時代を追って，独⽴以降，構造調整時代，貧困
削減・経済⾃由化時代における状況を分析する。具体的には，そ
れぞれの時代の政策を精査するとともに，経済，⽣計戦略，教
育，保健などの分野における統計を分析する。Situation of social 
development in each period (independence, structural adjustment, 
poverty reduction/economic liberation) in Tanzania. 

Policies and statistical analysis of the economy, livelihoods, 
education, and health will be analyzed. 

（４）タンザニア国内における地域差とその背景を理解する。 
Regional disparity and its background within Tanzania. 
いずれのトピックもグローバル化やグローバルな⽬的を理解す

る上で重要であり、これらの学習をつうじて、グローバルな観点
から社会をデザインする能⼒を涵養する。All the topics are 
important to understand the thrust of globalization and global 
goals. 

Through learning these topics, capability to design the society 
from the global perspective will be strengthened. 

○ Globalization and 
Project Management 
Ⅰ（１単位） 

国際開発における，プロジェクト形成のための事前調査，プロ
ジェクトの形成から開始準備および実施，そして終了までの⼀連
のプロセスを学ぶとともに，プロジェクト実施におけるモニタリ
ングと評価⼿法を，事例を交えて紹介し，案件形成能⼒および実
践⼒を付けることを⽬指す。 

○ Political Change and 
Development in 
Southeast AsiaⅠ（1 単
位） 
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 都市と移⺠・エスニシ
ティⅠ（1 単位） 
Migration and 
Ethnicity in Urban 
Contexts I 
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○ 防災と国際協⼒Ⅱ 
（１単位） 
Disaster Management 
and International 
Cooperation II 

防災は災害が多発する⽇本だけでなく世界的に⼤きな課題で
す。本講義では防災と国際協⼒をめぐる論点や現状、及び課題を
解説し、国内外の事例を⽤いて議論をすすめます。具体的には、災
害発⽣前の備え、災害発⽣時後の緊急、復旧、復興期の取り組みや
対策を含む「防災サイクル」の考え⽅を視点に、近年国内外で発⽣
した⼤災害の事例を検証します。特にこれまでの開発途上国で防
災国際協⼒事業に携わった経験を⽣かして、海外の被災地の現状
や特性について解説し、国内外で実際に⾏った事例を⽤いて議論
します。 

○ 環境問題とガバナン
スⅡ（１単位） 
Environmental 
Governance II 

グローバリゼーションが進⾏する今⽇、国家は地球規模の環境
問題と局地的な環境問題に同時に対応することを求められてい
る。問題は深刻化する⼀⽅、持続可能な発展に向けての様々な画
期的取組みが、先進国・途上国双⽅において進⾏中である。しか
し、その取り組み内容や運⽤は、国によっても地域によっても⼤
幅に異なっている。授業では、各国・地域の差異を説明するための
基本的な政治学上の概念を学んだ上で、循環型社会形成や再⽣可
能エネルギーを事例に、複数事例をとりあげて⽐較対照し、理解
を深めていく。 

 情報ネットワークと
技術Ⅱ（１単位） 
Information and 
Network Technology 
Ⅱ 

情報化社会において，新しい技術が次々と⽣まれてくる。AI（⼈
⼯知能）、Big Data、ブロックチェーン等など。これらの技術の枠
組みや基本的仕組み、グローバル社会との関連性、各種技術の応
⽤される現状と課題等をテーマに考察していく。本科⽬は「情報
ネットワークと技術Ⅰ」を履修した者のみが履修可能であり、「情
報ネットワークと技術Ⅰ」の知識を前提として進められる。グロ
ーバル社会における情報ネットワークとその技術をより⾼度な専
⾨性の観点から学習するための科⽬である。 

○ ⼈間の安全保障と国
連Ⅱ（１単位） 
Human Security and 
the United Nations Ⅱ 

本講義では、⼈間の安全保障概念が武⼒紛争下の⽂⺠の保護と
いった安全保障分野のみならず、原発事故や⼤規模災害時の⼈権
保障や、ジェンダー格差に関わる社会的課題に対応する際にも重
視されるようになった経緯と、実際の適⽤事例について、国際機
構論、平和研究の⼿法を⽤いて検討する。具体的には、関連する先
⾏研究を踏まえつつ、国連⼈権機関の⼀次資料や NGO の活動に
ついても射程を⼊れつつ、平時における⼈間の安全保障の課題に
ついて研究する。 
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○ 国際⼈権保障と平和
構築Ⅱ（１単位） 
International 
Protection of Human 
Rights and 
Peacebuilding Ⅱ 

本科⽬では、国際⼈権法、国際⼈道法および国際刑事法が形成
され発展してきた経緯を概観し、国連、各地域機構および⽇本で、
⼈の権利保障についての問題がどのように取り組まれてきたのか
普遍的な視座から理解する。さらに、紛争下における⼤規模な⼈
権侵害の具体的な事例を取り上げることで、理論上および実務上
の様々な課題に対し、社会と私達がどう向き合うべきか分析、検
討および発信する能⼒を⾝につけることを⽬的とする。 

本科⽬は、「国際⼈権保障と平和構築Ⅰ」での学びを踏まえ、紛
争後の平和構築において国際的な⼈権保障システムの役割につい
ての理解を更に促進し、その課題と分析を可能とするための⾼度
に専⾨的な知識を修得するための科⽬である。国連平和維持活動
が展開している地域を中⼼とした事例研究に取り組んだ後に、国
際的に評価の⾼い論⽂や学術書を通して、批判的かつ建設的に考
察することで、さらなる実践⼒の向上も⽬指す。 

本科⽬は「国際⼈権保障と平和構築Ⅰ」を履修した者のみ、履修
可能であり、「国際⼈権保障と平和構築Ⅰ」の知識を前提として進
められる。平和と⼈権保障のつながりをより⾼度な専⾨性の観点
から学習するための科⽬である。 

○ Globalization and 
Project Management 
Ⅱ（１単位） 

組織運営の観点からプロジェクト・マネージャーとしてのリー
ダーシップおよびプロジェクト・メンバーの能⼒を効果的に引き
出すための⼈材育成の知識と技術も体系的に学ぶ。また，国際開
発の現場においての多⽂化および多⾔語な職場環境を想定し，異
⽂化コミュニケーションの知識も学び，実際に国際開発の現場に
おいて実務的に応⽤できることを⽬指す。 

○ 東アジアの国際政治
と歴史Ⅱ（１単位） 
History of 
International 
Relations in East Asia 
Ⅱ 

第⼆次世界⼤戦後の東アジア国際政治史を具体的に実証分析す
るための⾼度に専⾨的な知識を修得する。 

専⾨書籍・論⽂を通じて史的展開の全容を理解するほか，各⾃
が具体的事例を⼀つ選び，⼀次資料を使いながら史的実証を進め
るための知識と⼿法を学ぶ。いずれのトピックもグローバル化を
理解する上で重要であり，これらの学習をつうじて，グローバル
な観点から社会をデザインする能⼒を涵養する。 

 東アジアの歴史と⽂
化Ⅱ（１単位） 
History of Cultural 
Exchange in East Asia 
Ⅱ 

今⽇のグローバル化が進む多様な世界を構成する⼀地域として
東アジア地域を取り上げ，主に歴史と⽂化の側⾯から，この地域
が有する特徴を理解する。 

その上で，国際的に評価の⾼い論⽂・学術書のレプリケーショ
ンを通じて，東アジア地域を対象とする歴史⽂化研究の知識と⼿
法を理解し，グローバルな観点から社会をデザインする能⼒を涵
養する。 
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 ⽇本の⾃然と地域⽣
活Ⅱ（１単位） 
Nature and Local Life 
in Japan II 

本科⽬は、「⽇本の⾃然と地域⽣活 I」で学んだ、村落社会学、
⼈類学、⺠俗学などの学問成果の流れをもとに、その中でもっと
も興味深いと思われる古典を選択し、輪読することを⽬的として
いる。 

古典となっている研究は、⻑く読み継がれてきたものであり、
その後の学問に深い影響を与えているものである。それを深く読
み込み、理解することは、学問を⾏うものにとって基本的なこと
である。そのうえで、ただ理解するだけでなく、グローバリゼーシ
ョンの進んだ現在の視点から検討する。このことによって、批判
的精神を養成すること、グローバルな観点から社会をデザインす
る能⼒を涵養することを、この授業では⽬的としている。 

なお、本科⽬は「⽇本の⾃然と地域⽣活 I」を履修した者のみ、
履修可能であり、「⽇本の⾃然と地域⽣活 I」の知識を前提として
進められる。地域⽣活をより⾼度な専⾨性の観点から学習するた
めの科⽬である。 

 アメリカの経済と⾦
融Ⅱ（１単位） 
American Economy 
and Finance Ⅱ 

本講義は「アメリカの経済と⾦融Ⅰ」の受講を前提として，引き
続き地域的にはアメリカを，領域的には⾦融問題に焦点をあてて
⾏う。Ⅱでは，主として制度的側⾯に焦点をあて，1980 年以降の
⾦融⾃由化・規制緩和の背景・要因・影響について考察する。この
問題はグローバル化の与えた影響を考える上でも重要である。 

特に 1980 年代以降の⾦融⾃由化・規制緩和における⼤きな論点
の⼀つは業際規制をめぐるものであったが，それは国際的にも⼤
きな影響を与えたリーマンショックにつながるものでもあり，具
体的経過や論点等について検討を加える。 

○ ラテンアメリカの経
済と社会Ⅱ（１単位） 
Economy and Society 
in Latin America Ⅱ 

ラテンアメリカの経済と社会Ⅰの受講を前提とする。 
本授業は，左派から右派への揺れが，腐敗・法治の弱さ・司法の

従属性などといったこの地域に特有の問題と関連しているいくつ
かの国々に焦点を当てる。また，分析はグローバルな政治経済学
の最近の傾向内で形成される。本授業は，ラテン・アメリカの政
治・経済・社会に関⼼がある⼤学院⽣を対象とする。 
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○ 中東地域の政治と社
会Ⅰ（１単位） 
Politics and Society in 
the Middle East I 

今⽇の多様な世界を構成する⼀地域として中東地域を取り上
げ、グローバルな観点から社会をデザインする能⼒を養成するこ
とを念頭に、政治と経済の側⾯から、この地域が有する特徴を理
解する。 

本科⽬は中東地域の政治・経済現象の理解を促進し、その分析
を可能とするための⾼度に専⾨的な知識を修得するためのするた
めの科⽬である。国際的に評価の⾼い論⽂・学術書のレプリケー
ションを通じて、中東地域を対象とする政治経済研究の知識と⼿
法を理解する。 

本科⽬は「中東地域の政治と社会Ⅰ」を履修した者のみ、履修可
能であり、「中東地域の政治と社会Ⅰ」の知識を前提として進めら
れる。中東地域をより⾼度な専⾨性の観点から学習するための科
⽬である。 

○ 東アフリカの社会開
発と⽂化Ⅱ（１単位） 
Social Development 
and Culture in East 
Africa Ⅱ 

東アフリカ地域をより⾼度な専⾨性の観点から学習するための
科⽬である。「東アフリカの社会開発と⽂化Ⅰ」で学んだ基礎的知
識をもとに，本授業においては，以下について学ぶ。The course is 
to study about East Africa based on a specialized perspective. 

Based on the basic knowledge acquired from "Social 
Development and Culture in East Africa I", the following will be 
studied: 

（１）開発の歴史における⽂化の位置づけ。The situation of 
culture within the history of development 

（２）東アフリカにおけるスワヒリ⽂化の形成。Formation of the 
Swahili Culture in east Africa 

（３）タンザニアにおける開発と⽂化の葛藤の事例。Examples 
of the relationship between development culture. 

その上で，関連したテーマについて受講⽣はレポートを作成す
る。Based on the studies, participants are expected to write a report 
in a related topic. 

いずれのトピックもグローバル化を理解する上で重要であり、
これらの学習をつうじて、グローバルな観点から社会をデザイン
する能⼒を涵養する。 

All the topics are important to understand the thrust of 
globalization and global goals. Through learning these topics, 
capability to design the society from the global perspective will be 
strengthened. 
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○ Political Change and 
Development in 
Southeast AsiaⅡ（1 単
位） 

 

 都市と移⺠・エスニシ
ティⅡ（1 単位） 
Migration and 
Ethnicity in Urban 
Contexts Ⅱ 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
専
⾨
科
⽬ 

○ 
 

グローバル・エリアス
タディーズ特別演習
（４単位） 
Advanced Seminar in 
Global and Area 
Studies 

主指導教員とのディスカッションを基盤にして，専⾨知識・技
術の深化を図る。これには，境界領域，学際領域の観点から地域社
会デザイン分野及び多⽂化共⽣の分野に関する内容も含むものと
する。主な内容は，次のとおりである。 

●世界各地の多様性と国家間・国家-社会・国家と⾮国家主体関
係を普遍的な視座から理解するための古典的な研究を含めた先⾏
研究のサーベイを⾏い，体系的に専⾨的知識を理解する。 

●適切な資料・データ収集や分析⼿法について演習を⾏う。 
●設定した課題に対して，理論と実態・実践との往還を深め，成

果の取り纏めを⾏う。 
プ
ロ
グ
ラ
ム
専
⾨
科
⽬ 

○ グローバル・エリアス
タディーズ特別研究
（６単位） 
Advanced Research 
for thesis in Global 
and Area Studies 

「グローバル・エリアスタディーズ特別研究」は，修⼠論⽂研究
の遂⾏過程を総合的に評価して単位を認定するものである。これ
には，境界領域，学際領域の観点から地域社会デザイン分野及び
多⽂化共⽣の分野等に関する内容も含むものとする。グローバル・
エリアスタディーズ・プログラムを専攻する学⽣の研究テーマは，
分析対象地域や分析⼿法によって様々に異なるため，授業内容の
詳細は研究テーマに合わせて個別に設定される。修⼠論⽂の作成
にあたっては，まず研究テーマを決定し，研究内容を⼗分に把握
した上で，到達⽬標に向けた種々の内容を，研究の進⾏状況に応
じて指導教員の適切な指導のもとに実施するとともに，研究者と
して必要な倫理観を養成する。成果は随時とりまとめ，主として
ゼミナール形式で指導教員に報告する。１年次前期と２年次の前
期には，研究の進捗状況に関する報告を⾏い，２年次後期には研
究成果の模擬発表を⾏う。これらの報告会・発表会には，プログラ
ム担当教員が参加し，助⾔と評価を⾏う。 

 


